
１－１ 

議題１（委員会決裁事項（規則第３条第６号）） 

 

 

知事からの意見聴取に対する回答の承認について 

 

 

 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 29 条の規定により知事から意見を求めら

れた令和７年６月定例府議会に提出された次の議案について、大阪府教育委員会事務決裁

規則第５条に基づき教育長が代決により異議がない旨を回答した。 

この代決を、大阪府教育委員会事務決裁規則第７条第２項に基づき承認する。 

 

 

令和７年６月 23日 

 

 

大阪府教育委員会       

 

○予算案 

 １ 令和７年度大阪府一般会計補正予算（第２号）の件（教育委員会関係分） 

 

〇条例案 

１ 職員の育児休業等に関する条例及び職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例一

部改正の件 

 

 

＜参考＞ 

  〇地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

  （教育委員会の意見聴取） 

第 29条 地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分そ

の他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成

する場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。 

  〇大阪府教育委員会事務決裁規則 

（事務の専決及び代決） 

第５条 第３条各号に規定する事項について緊急やむを得ないときは、教育長がその

事項を代決することができる。 

（専決した事項等の報告） 

第７条  （略） 

 ２ 第５条の規定により教育長が代決したときは、速やかに委員会の会議において

報告し、その承認を受けるものとする。 



１億５，０１０万７千円

６，０９０億７，２２５万６千円

６，０９２億２，２３６万３千円

上段　令和７年度補正予算案額

中段　令和７年度現計予算額

下段　令和７年度補正後予算案額

事 業 名 事 業 内 容 の 説 明

２０２５年日本国際博覧会 1億5,010万7千円

児 童 生 徒 招 待 事 業 費 18億384万8千円

19億5,395万5千円

教育庁 令和７年度一般会計補正予算案（第２号）の概要

一般会計

補 正 予 算 案 額

現 計 予 算 額

補 正 後 予 算 案 額

〔　一　般　会　計　〕

事 業 費

　学校単位での校外学習を見送るなど、2025 年大阪・関西万博に
来場できていない小学校３年生から中学校３年生までの児童生徒等
を対象に、より多く万博会場に来場できる機会を提供するため、夏
休み期間の特別招待を実施。

１－２　　　



１－３ 

○条例案 
 

番号 
 

件     名 概          要 

１ 

職員の育児休業等

に関する条例及び

職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する

条例一部改正の件 

１ 地方公務員の育児休業等に関する法律の改正によ

り、小学校就学の始期に達するまでの子を養育する職

員が、新たに１年につき条例で定める時間を超えない

範囲内で部分休業を取得することができるとされたこ

とに伴い、当該部分休業を取得できる時間を定める等

の改正を行う。 

２ 小学校等に在学している子を養育する職員の継続的

な勤務を促進するため、子育て部分休暇について部分

休業と同様の改正を行う。 

３ 国家公務員について、仕事と育児の両立支援制度の

利用に関する意向確認等が各省各庁の長に義務付けら

れることを踏まえ、条例において同趣旨の改正を行う。 

    施行日：令和７年１０月１日 

 



大
阪
府
条
例
第 

 
 

号 
 

 
 

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
大
阪
府
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。 

改
正
後 

改
正
前 

 
 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育

児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
第

二
項
及
び
第
五
条
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
地
方
独

立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第

五
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
条
第

一
項
及
び
第
二
項
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
五
十
三

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
育
児
休
業
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第
三
項

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
五
十

三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
十
九
条
第
一
項
か
ら
第
三

項
ま
で
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
府
の
職
員
、

市
町
村
立
学
校
職
員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法

律
第
百
三
十
五
号
）
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る

職
員
並
び
に
府
が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
法

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法

人
（
以
下
「
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
」
と
い
う
。
）

の
職
員
（
第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
七
条
及
び

第
十
九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
を
除
き
、
以
下
「
職

員
」
と
い
う
。
）
の
育
児
休
業
等
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
ほ
か
、
育
児
休
業
法
の
施
行
に
関
し
必
要
な

そ
の
他
の
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉

手
当
の
支
給
） 

第
七
条 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る

条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
。
以

下
「
期
末
勤
勉
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
基
準
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基

準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
育
児
休
業
を
し
て
い

る
職
員
（
府
の
職
員
並
び
に
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与

負
担
法
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
を
い

う
。
こ
の
条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
七
条
及
び
第
十

九
条
か
ら
第
二
十
一
条
ま
で
に
お
い
て
「
職
員
」
と
い

う
。
）
の
う
ち
、
当
該
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期

間
に
お
い
て
勤
務
し
た
期
間
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
る
こ
れ
に
相
当
す
る
期
間
を
含
む
。
）
が
あ
る
職
員

（
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十

一
号
）
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職

員
（
以
下
「
第
二
号
職
員
」
と
い
う
。）
を
除
く
。）
に

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
条
例
は
、
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
育

児
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
第

二
項
及
び
第
五
条
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
地
方
独

立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第

五
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）、
第
七
条
、
第
八
条
、
第
十
条
第

一
項
及
び
第
二
項
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
五
十
三

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）、
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
育
児
休
業
法
第
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
七
条
及
び
第
十
八
条
第
三
項

（
こ
れ
ら
の
規
定
を
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
五
十

三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
府
の
職
員
、
市
町
村
立
学
校
職

員
給
与
負
担
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
五

号
）
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
並
び
に
府

が
設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人
法
第
二
条
第
二
項

に
規
定
す
る
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
特
定

地
方
独
立
行
政
法
人
」
と
い
う
。
）
の
職
員
（
次
条
か

ら
第
六
条
ま
で
、
第
十
条
、
第
十
一
条
、
第
十
三
条
か

ら
第
十
六
条
ま
で
及
び
第
十
八
条
に
お
い
て
「
職
員
」

と
い
う
。
）
の
育
児
休
業
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
ほ
か
、
育
児
休
業
法
の
施
行
に
関
し
必
要
な
そ
の

他
の
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
育
児
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉

手
当
の
支
給
） 

第
七
条 

職
員
の
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
に
関
す
る

条
例
（
昭
和
三
十
九
年
大
阪
府
条
例
第
四
十
五
号
。
以

下
「
期
末
勤
勉
手
当
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
基
準
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
基

準
日
」
と
い
う
。
）
に
そ
れ
ぞ
れ
育
児
休
業
を
し
て
い

る
職
員
（
府
の
職
員
並
び
に
市
町
村
立
学
校
職
員
給
与

負
担
法
第
一
条
及
び
第
二
条
に
規
定
す
る
職
員
を
い

う
。
第
二
十
五
条
を
除
き
、
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。）

の
う
ち
、
当
該
基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お

い
て
勤
務
し
た
期
間
（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
こ

れ
に
相
当
す
る
期
間
を
含
む
。
）
が
あ
る
職
員
（
地
方

公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）

第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
（
以

下
「
第
二
号
職
員
」
と
い
う
。）
を
除
く
。）
に
は
、
当

該
基
準
日
に
係
る
期
末
手
当
を
支
給
す
る
。 

１
－
４

 



は
、
当
該
基
準
日
に
係
る
期
末
手
当
を
支
給
す
る
。 

２―

４ 

（
略
） 

 
（
部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
） 

第
十
九
条 

（
略
） 

 

一 
（
略
） 

 

二 

勤
務
日
の
日
数
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
規
則

で
定
め
る
非
常
勤
職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員
（
地
方

公
務
員
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
除
く
。
次
条
に

お
い
て
同
じ
。
） 

  

（
第
一
号
部
分
休
業
の
承
認
） 

第
二
十
条 

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に

掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
同
条
第
一
項
に
規
定
す

る
部
分
休
業
（
以
下
「
第
一
号
部
分
休
業
」
と
い
う
。
）

の
承
認
は
、
十
五
分
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
と
す

る
。 

   

２ 

勤
務
時
間
条
例
第
十
五
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
る

特
別
休
暇
（
以
下
「
育
児
時
間
」
と
い
う
。
）
又
は
勤

務
時
間
条
例
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介

護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員
（
非
常
勤

職
員
を
除
く
。
）
に
対
す
る
第
一
号
部
分
休
業
の
承
認

に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
か
ら
当
該
育
児
時

間
又
は
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な

い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う

も
の
と
す
る
。 

３ 

非
常
勤
職
員
に
対
す
る
第
一
号
部
分
休
業
の
承
認

に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
、
当
該
非
常
勤
職
員
に
つ

い
て
一
日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
か
ら
五
時

間
四
十
五
分
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
（
当

該
非
常
勤
職
員
が
育
児
時
間
又
は
育
児
休
業
、
介
護
休

業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に

関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
六
十

一
条
の
二
第
二
十
項
の
介
護
を
す
る
た
め
の
時
間
（
以

下
「
介
護
を
す
る
た
め
の
時
間
」
と
い
う
。
）
の
承
認

を
受
け
て
勤
務
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
時
間

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
、
か
つ
、
二
時
間
か
ら
当
該
育

児
時
間
又
は
当
該
介
護
を
す
る
た
め
の
時
間
の
承
認

を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え

な
い
範
囲
内
）
で
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
第
二
号
部
分
休
業
の
承
認
） 

第
二
十
条
の
二 

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
第
二

号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
請
求
す
る
同
条
第
一
項
に
規

定
す
る
部
分
休
業
（
以
下
「
第
二
号
部
分
休
業
」
と
い

う
。
）
の
承
認
は
、
一
時
間
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の

と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
数
の
第
二

号
部
分
休
業
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

一
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分

を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該

勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
っ

た
と
き 

当
該
勤
務
時
間
の
時
間
数 

 

二 

第
二
号
部
分
休
業
の
残
時
間
数
に
一
時
間
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
残
時
間
数
の

 

２―

４ 

（
略
） 

 

（
部
分
休
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
職
員
） 

第
十
九
条 

（
略
） 

 

一 

（
略
） 

 

二 

勤
務
日
の
日
数
及
び
勤
務
日
ご
と
の
勤
務
時
間

を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
非
常
勤

職
員
以
外
の
非
常
勤
職
員
（
地
方
公
務
員
法
第
二
十

二
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職

を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い

う
。）
を
除
く
。） 

 

（
部
分
休
業
の
承
認
） 

第
二
十
条 

部
分
休
業
（
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
部
分
休
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
承

認
は
、
勤
務
時
間
条
例
第
六
条
に
規
定
す
る
正
規
の
勤

務
時
間
（
非
常
勤
職
員
（
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該

非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
）
の
始

め
又
は
終
わ
り
に
お
い
て
、
十
五
分
を
単
位
と
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。 

２ 
勤
務
時
間
条
例
第
十
五
条
第
四
号
の
規
定
に
よ
る

特
別
休
暇
（
以
下
「
育
児
時
間
」
と
い
う
。
）
又
は
勤

務
時
間
条
例
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介

護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員
（
非
常
勤

職
員
を
除
く
。
）
に
対
す
る
部
分
休
業
の
承
認
に
つ
い

て
は
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
か
ら
当
該
育
児
時
間
又
は

当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間

を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と

す
る
。 

３ 

非
常
勤
職
員
に
対
す
る
部
分
休
業
の
承
認
に
つ
い

て
は
、
一
日
に
つ
き
、
当
該
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
一

日
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
勤
務
時
間
か
ら
五
時
間
四
十

五
分
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
（
当
該
非
常

勤
職
員
が
育
児
時
間
又
は
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育

児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る

法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
六
十
一
条
の

二
第
二
十
項
の
介
護
を
す
る
た
め
の
時
間
（
以
下
「
介

護
を
す
る
た
め
の
時
間
」
と
い
う
。
）
の
承
認
を
受
け

て
勤
務
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
時
間
を
超
え

な
い
範
囲
内
で
、
か
つ
、
二
時
間
か
ら
当
該
育
児
時
間

又
は
当
該
介
護
を
す
る
た
め
の
時
間
の
承
認
を
受
け

て
勤
務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範

囲
内
）
で
行
う
も
の
と
す
る
。 

               

１
－
５

 



（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
大
阪
府
条
例
第
四

全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き 

当

該
残
時
間
数 

 
（
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
の
条
例
で
定
め
る
一

年
の
期
間
） 

第
二
十
条
の
三 

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
の
条

例
で
定
め
る
一
年
の
期
間
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。 

 

（
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
第
二
号
の
条
例
で
定

め
る
時
間
） 

第
二
十
条
の
四 

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
二
項
第
二

号
の
条
例
で
定
め
る
時
間
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
職

員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
時
間
と
す

る
。 

 

一 

非
常
勤
職
員
以
外
の
職
員 

七
十
七
時
間
三
十

分 
 

二 

非
常
勤
職
員 

当
該
非
常
勤
職
員
の
勤
務
日
一

日
当
た
り
の
勤
務
時
間
数
に
十
を
乗
じ
て
得
た
時

間 
 （

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
三
項
の
条
例
で
定
め
る
特

別
の
事
情
） 

第
二
十
条
の
五 

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
三
項
の
条

例
で
定
め
る
特
別
の
事
情
は
、
配
偶
者
が
負
傷
又
は
疾

病
に
よ
り
入
院
し
た
こ
と
、
配
偶
者
と
別
居
し
た
こ
と

そ
の
他
の
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
出
時
に
予

測
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
事
実
が
生
じ
た
こ
と

に
よ
り
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
（
以
下
「
第

三
項
変
更
」
と
い
う
。
）
を
し
な
け
れ
ば
同
項
の
職
員

の
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子
の
養
育

に
著
し
い
支
障
が
生
じ
る
と
任
命
権
者
が
認
め
る
事

情
と
す
る
。 

 （
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
給
与
の
取
扱
い
） 

第
二
十
一
条 

職
員
が
育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
一
項

に
規
定
す
る
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な

い
場
合
に
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
二
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務
し
な
い

時
間
一
時
間
に
つ
い
て
、
同
条
例
第
二
十
七
条
に
規
定

す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
を
減
額
す
る
。 

 

（
部
分
休
業
の
承
認
の
取
消
事
由
） 

第
二
十
二
条 

育
児
休
業
法
第
十
九
条
第
六
項
に
お
い

て
準
用
す
る
育
児
休
業
法
第
五
条
第
二
項
の
条
例
で

定
め
る
事
由
は
、
職
員
が
第
三
項
変
更
を
し
た
と
き
と

す
る
。 

 

（
委
任
） 

第
二
十
五
条 

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の

条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会

（
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
職
員
に
係
る
も
の
に

あ
っ
て
は
、
当
該
特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
理
事

長
）
が
定
め
る
。 

                                  

（
部
分
休
業
を
し
て
い
る
職
員
の
給
与
の
取
扱
い
） 

第
二
十
一
条 

職
員
が
部
分
休
業
の
承
認
を
受
け
て
勤

務
し
な
い
場
合
に
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第

二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
勤
務

し
な
い
時
間
一
時
間
に
つ
い
て
、
同
条
例
第
二
十
七
条

に
規
定
す
る
勤
務
一
時
間
当
た
り
の
給
与
額
を
減
額

す
る
。 
 

（
部
分
休
業
の
承
認
の
取
消
事
由
） 

第
二
十
二
条 

第
十
四
条
の
規
定
は
、
部
分
休
業
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

   

（
委
任
） 

第
二
十
五
条 

第
六
条
（
第
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
、
第
八
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十

一
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
実
施

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
（
特
定
地
方
独

立
行
政
法
人
の
職
員
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該

特
定
地
方
独
立
行
政
法
人
の
理
事
長
）
が
定
め
る
。 

 
 

１
－
６

 



号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

次
の
表
の
改
正
前
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
を
同
表
の
改
正
後
の
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
傍
線
で

示
す
よ
う
に
改
正
す
る
。 

改
正
後 

改
正
前 

 
 

（
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
深
夜
勤
務
及
び
時
間

外
勤
務
の
制
限
） 

第
八
条 

（
略
） 

２―

４ 

（
略
） 

５ 

前
各
項
の
規
定
は
、
配
偶
者
（
届
出
を
し
な
い
が
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
者
を
含
む
。
以

下
同
じ
。）、
父
母
、
子
、
配
偶
者
の
父
母
そ
の
他
人
事

委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
（
以
下
「
配
偶
者
等
」
と
い

う
。
）
で
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
る
も
の
（
以
下
「
被
介
護
人
」
と

い
う
。
）
を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
小
学
校
就
学
の
始
期

に
達
し
な
い
子
（
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十

九
号
）
第
八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職

員
が
当
該
職
員
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る

特
別
養
子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請

求
し
た
者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判

所
に
係
属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
当

該
職
員
が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和

二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項

第
三
号
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に

規
定
す
る
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る
職
員
に
委
託
さ
れ

て
い
る
児
童
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
人

事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）

の
あ
る
職
員
（
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
子
の
親
で
あ
る

も
の
が
、
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま

で
の
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
に
お
い
て
常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
を
除
く
。

以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
あ
る
の

は
「
被
介
護
人
の
あ
る
職
員
」
と
、
「
当
該
子
を
養
育

す
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
被
介
護
人
を
介
護
す
る
」

と
、
「
深
夜
以
外
」
と
あ
る
の
は
「
深
夜
（
午
後
十
時

か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
次
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
以
外
」
と
、
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で

の
規
定
中
「
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
し
な
い
子
の
あ

る
職
員
」
と
あ
る
の
は
「
被
介
護
人
の
あ
る
職
員
」
と
、

「
当
該
子
を
養
育
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
被
介
護

人
を
介
護
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

  

第
十
六
条
の
二 

（
略
） 

 

（
妊
娠
、
出
産
等
に
つ
い
て
の
申
出
を
し
た
職
員
等
に
対 

す
る
意
向
確
認
等
） 

第
十
六
条
の
三 

任
命
権
者
は
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
大
阪
府
条
例
第
一
号
。
以
下

「
育
児
休
業
条
例
」
と
い
う
。
）
第
二
十
三
条
第
一
項

の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ

る
申
出
を
し
た
職
員
（
以
下
「
申
出
職
員
」
と
い
う
。
）

に
対
し
て
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

（
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
の
深
夜
勤
務
及
び
時
間

外
勤
務
の
制
限
） 

第
八
条 

（
略
） 

２―

４ 

（
略
） 

５ 

第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
配
偶
者
（
届
出

を
し
な
い
が
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ

る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）、
父
母
、
子
、
配
偶
者
の

父
母
そ
の
他
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
（
第
十
六

条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
「
配
偶
者
等
」
と
い
う
。
）

で
負
傷
、
疾
病
又
は
老
齢
に
よ
り
日
常
生
活
を
営
む
の

に
支
障
が
あ
る
も
の
（
以
下
「
被
介
護
人
」
と
い
う
。
）

を
介
護
す
る
職
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
一
項
中
「
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
し
な

い
子
（
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第

八
百
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
職
員
が
当

該
職
員
と
の
間
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
特
別
養

子
縁
組
の
成
立
に
つ
い
て
家
庭
裁
判
所
に
請
求
し
た

者
（
当
該
請
求
に
係
る
家
事
審
判
事
件
が
裁
判
所
に
係

属
し
て
い
る
場
合
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
職
員

が
現
に
監
護
す
る
も
の
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
七
条
第
一
項
第
三
号

の
規
定
に
よ
り
同
法
第
六
条
の
四
第
二
号
に
規
定
す

る
養
子
縁
組
里
親
で
あ
る
職
員
に
委
託
さ
れ
て
い
る

児
童
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と
し
て
人
事
委
員

会
規
則
で
定
め
る
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
あ
る

職
員
（
職
員
の
配
偶
者
で
当
該
子
の
親
で
あ
る
も
の

が
、
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら
翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の

間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

に
お
い
て
常
態
と
し
て
当
該
子
を
養
育
す
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者

に
該
当
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
を
除
く
。
以
下

こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
被
介
護
人
の
あ
る
職
員
」
と
、
「
当
該
子
を
養
育
す

る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
被
介
護
人
を
介
護
す
る
」
と
、

「
深
夜
以
外
」
と
あ
る
の
は
「
深
夜
（
午
後
十
時
か
ら

翌
日
の
午
前
五
時
ま
で
の
間
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
以
外
」
と
、
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規

定
中
「
小
学
校
就
学
の
始
期
に
達
し
な
い
子
の
あ
る
職

員
」
と
あ
る
の
は
「
被
介
護
人
の
あ
る
職
員
」
と
、「
当

該
子
を
養
育
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
被
介
護
人
を

介
護
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

第
十
六
条
の
二 

（
略
） 

         

１
－
７

 



な
い
。 

 

一 

申
出
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る

制
度
又
は
措
置
（
以
下
「
出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
」

と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ
る
た
め
の
措

置 
 

二 
出
生
時
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
、
申
告
又
は
申

出
（
以
下
「
請
求
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
申
出
職

員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

 

三 

育
児
休
業
条
例
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
申
出
に
係
る
子
の
心
身
の
状
況
又
は
育
児
に

関
す
る
申
出
職
員
の
家
庭
の
状
況
に
起
因
し
て
当

該
子
の
出
生
の
日
以
後
に
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の

両
立
の
支
障
と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項

に
係
る
申
出
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措

置 

２ 

任
命
権
者
は
、
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
職

員
（
以
下
「
対
象
職
員
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
人

事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
期
間
内
に
、
次
に
掲
げ
る
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

対
象
職
員
の
仕
事
と
育
児
と
の
両
立
に
資
す
る

制
度
又
は
措
置
（
次
号
に
お
い
て
「
育
児
期
両
立
支

援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
事
項
を
知
ら
せ

る
た
め
の
措
置 

 

二 

育
児
期
両
立
支
援
制
度
等
の
請
求
等
に
係
る
対

象
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

 

三 

対
象
職
員
の
三
歳
に
満
た
な
い
子
の
心
身
の
状

況
又
は
育
児
に
関
す
る
対
象
職
員
の
家
庭
の
状
況

に
起
因
し
て
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
支
障

と
な
る
事
情
の
改
善
に
資
す
る
事
項
に
係
る
対
象

職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
措
置 

３ 

任
命
権
者
は
、
第
一
項
第
三
号
又
は
前
項
第
三
号
の

規
定
に
よ
り
意
向
を
確
認
し
た
事
項
の
取
扱
い
に
当

た
っ
て
は
、
当
該
意
向
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

（
配
偶
者
等
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ
た
職

員
等
に
対
す
る
意
向
確
認
等
） 

第
十
六
条
の
四 

任
命
権
者
は
、
職
員
が
配
偶
者
等
に
つ

い
て
当
該
職
員
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ

た
こ
と
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、

仕
事
と
介
護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
以

下
「
介
護
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の

事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
介
護
両
立
支
援
制
度
等

の
請
求
等
に
係
る
当
該
職
員
の
意
向
を
確
認
す
る
た

め
の
面
談
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

２ 

（
略
） 

 

第
十
六
条
の
五 

（
略
） 

 

（
子
育
て
部
分
休
暇
） 

第
十
七
条 

任
命
権
者
は
、
職
員
が
小
学
校
、
義
務
教
育

学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
の

第
一
学
年
か
ら
第
六
学
年
ま
で
に
在
学
し
て
い
る
子

を
養
育
す
る
た
め
、
一
日
の
勤
務
時
間
の
全
部
又
は
一

部
に
つ
き
勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
を
与
え
る
こ
と

                                     

（
配
偶
者
等
が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ
た
職

員
に
対
す
る
意
向
確
認
等
） 

第
十
六
条
の
三 

任
命
権
者
は
、
職
員
が
配
偶
者
等
に
つ

い
て
当
該
職
員
の
介
護
を
必
要
と
す
る
状
況
に
至
っ

た
こ
と
を
申
し
出
た
と
き
は
、
当
該
職
員
に
対
し
て
、

仕
事
と
介
護
と
の
両
立
に
資
す
る
制
度
又
は
措
置
（
以

下
「
介
護
両
立
支
援
制
度
等
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の

事
項
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
介
護
両
立
支
援
制
度
等

の
利
用
に
係
る
申
告
、
請
求
又
は
申
出
（
次
条
に
お
い

て
「
請
求
等
」
と
い
う
。
）
に
係
る
当
該
職
員
の
意
向

を
確
認
す
る
た
め
の
面
談
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

（
略
） 

 

第
十
六
条
の
四 

（
略
） 

 

（
子
育
て
部
分
休
暇
） 

第
十
七
条 

任
命
権
者
は
、
職
員
が
小
学
校
、
義
務
教
育

学
校
の
前
期
課
程
又
は
特
別
支
援
学
校
の
小
学
部
の

第
一
学
年
か
ら
第
六
学
年
ま
で
に
在
学
し
て
い
る
子

を
養
育
す
る
た
め
、
一
日
の
勤
務
時
間
の
一
部
に
つ
き

勤
務
し
な
い
こ
と
が
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
子
育
て
部
分
休
暇
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

１
－
８

 



附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
部
分
休
業
の
承
認
の
請
求
に
係
る
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
お
け
る
部
分
休
業
の
承
認
の
請
求
を
す
る
場
合
に
お
け
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
第
二
十
条
の
四
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

が
で
き
る
。 

２ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
時
間
は
、
毎
年
四
月
一
日
か
ら

翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
の
期
間
ご
と
に
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
範
囲
内
で
必
要
と
認

め
ら
れ
る
時
間
と
す
る
。 

 

一 
一
日
に
つ
き
二
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内 

 

二 

一
年
に
つ
き
七
十
七
時
間
三
十
分
を
超
え
な
い

範
囲
内 

 

３ 

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
与
え
る
子
育
て

部
分
休
暇
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
十
五
分
を
単
位
と
し

て
行
う
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介
護
時
間
の

承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員
に
対
す
る
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
与
え
る
子
育
て
部
分
休

暇
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ
き
二
時
間
か
ら
当

該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
時
間
を

減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す

る
。 

５ 

第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
範
囲
内
で
与
え
る
子
育

て
部
分
休
暇
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
時
間
を
単
位
と

し
て
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

時
間
数
の
子
育
て
部
分
休
暇
を
承
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 

一 

一
回
の
勤
務
に
係
る
日
ご
と
の
勤
務
時
間
に
分

を
単
位
と
し
た
時
間
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該

勤
務
時
間
の
全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
っ

た
と
き 

当
該
勤
務
時
間
の
時
間
数 

 

二 

子
育
て
部
分
休
暇
の
残
時
間
数
に
一
時
間
未
満

の
端
数
が
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
残
時
間
数
の

全
て
に
つ
い
て
承
認
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き 

当

該
残
時
間
数 

６ 

（
略
） 

 

（
任
命
権
者
等
の
読
替
え
） 

第
二
十
条 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

第
十
六
条
第
一

項
、
第
十
六
条
の

二
第
一
項
、
第
十

六
条
の
三
か
ら
第

十
六
条
の
五
ま
で

及
び
第
十
七
条
第

一
項 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

る
。 

２ 

子
育
て
部
分
休
暇
の
時
間
は
、
一
日
に
つ
き
二
時
間

を
超
え
な
い
範
囲
内
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
時
間
と

す
る
。
な
お
、
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
介

護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤
務
し
な
い
職
員
に
対
す

る
子
育
て
部
分
休
暇
の
承
認
に
つ
い
て
は
、
一
日
に
つ

き
二
時
間
か
ら
当
該
介
護
時
間
の
承
認
を
受
け
て
勤

務
し
な
い
時
間
を
減
じ
た
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

で
行
う
も
の
と
す
る
。 

                        

３ 

（
略
） 

 

（
任
命
権
者
等
の
読
替
え
） 

第
二
十
条 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

第
十
六
条
第
一

項
、
第
十
六
条
の

二
第
一
項
、
第
十

六
条
の
三
、
第
十

六
条
の
四
及
び
第

十
七
条
第
一
項 

 

（
略
） 

（
略
） 

（
略
） 

 

 
 

１
－
９

 



同
条
第
一
号
中
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
八
時
間
四
十
五
分
」
と
、
同

条
第
二
号
中
「
十
」
と
あ
る
の
は
「
五
」
と
す
る
。 

（
三
歳
に
満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員
に
対
す
る
意
向
確
認
等
に
係
る
経
過
措
置
） 

３ 

任
命
権
者
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
以
下
「
新
勤
務
時
間
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
六
条

の
三
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
講
じ
ら
れ
た
措
置
は
、
施
行
日
以
後
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り

講
じ
ら
れ
た
も
の
と
み
な
す
。 

（
子
育
て
部
分
休
暇
の
付
与
に
係
る
経
過
措
置
） 

４ 

新
勤
務
時
間
条
例
第
十
七
条
第
二
項
第
二
号
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
施
行
日
か
ら
令
和
八

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
子
育
て
部
分
休
暇
を
付
与
す
る
場
合
に
お
け
る
同
項

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
七
十
七
時
間
三
十
分
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
八
時

間
四
十
五
分
」
と
す
る
。 

 

１
－
１
０

 


